
文部科学省委託事業

教員の養成・採用・研修の一体的改革推進事業
（新たな教育課題の必修化のための研究事業）

平成30年3月

国立大学法人　岡山大学

学生の学びを深める長期学校インターンシップの
あり方に関する調査研究

−学生，学校，教育委員会のWin-Win-Win の関係構築のための連携−

報　告　書

国
立
大
学
法
人
　
岡
山
大
学

平
成
30
年
３
月

学
生
の
学
び
を
深
め
る
長
期
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究







	

中央教育審議会の「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について〜学び合い，

高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて〜」（平成 27年 12月 21日答申）では，これ
からの時代の教員に求められる資質能力として「自律的に学ぶ姿勢を持ち，時代の変化や自

らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を生涯にわたって高めていくことのでき

る力」があげられ，そのためには教員の養成・採用・研修の一体的改革が必要であることが

示されている。教員養成に関しては，実践的指導力の基礎の育成のため，学校現場や教職を

体験させる機会を充実させることが必要であることが指摘されている。その具体的な方向

性として，学校インターンシップの導入が示されており，理論と実践の往還による実践的指

導力の基礎の育成に有効であることが期待されている。学校における諸課題を体験すること

の必要性は，「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について(平成 24
年 8月 28日答申) 」でも指摘されており，「いじめ・暴力行為・不登校等生徒指導上の諸課
題への対応について理解を深める活動」にも重点を置くなど，幅広い教育実践指導力の育成

が可能となるような学校現場での学びの機会が重要であるとされている。これらの答申から

も明らかなように，教員養成における実践的指導力の育成には，教育現場での体験的授業科

目が必須であるといえ，岡山大学では，平成 25年度より，長期間にわたる教職実践インター
ンシップ（公立学校園で 3ヶ月以上，週に半日〜１日）を 4年次生に必修化して実施してい
る。この中で，学生は学校のおよそ１学期に相当する期間における教育活動に主体的，長期

的に関わることで，短期的，即時的変化だけではない子どもや学校の変化を体験することが

できる。学習指導力の獲得に重点が置かれる教育実習に対して，このインターンシップでは，

多種多様な教育課題を経験することが可能であり，教職に就く上での自己課題を明確にし，

その解決方法を見出すことを通して，実践的指導力の獲得を目的としている。これまでにも

教育実習の他に，学校支援ボランティアとして学校現場での学びの機会を得ている学生も少

なくないが，実践的指導力の基礎の育成のためには，その活動や課題を大学に持ち帰り，理

論と実践の往還を通して活動を評価・改善できる分散型の長期インターンシップ制度

が最適であると考える。岡山大学ではこの長期分散型のインターンシップにおいて，学習指

導力のみならず，生徒指導力，コーディネート力，マネジメント力の，教育実践力を構成す

ると考えている４つの力の育成に効果がみられている。しかし，その効果には個人差があり，

学生個人の要因のみならず，受入れ学校の体制（環境）も影響していると考えられる。イン

ターンシップ導入時，学生にも学校現場にもメリットがあることが継続連携のための条件と

なると考え，学校課題の解決のための研修等に大学教員が関わることを想定していたが，こ

ちらについては十分な成果を上げることができていない。教員の事務作業の補助を学生が行

なうことで，学校にはメリットとなるが，学生の実践的指導力の向上には必ずしもつながら

ないなどの課題もある。学生が実践的指導力の基礎の育成に成果を上げると同時に，学校に

もメリットになるためには，両者のニーズを十分マッチさせた上で実施することが重要であ

る。そのためには，このインターンシップを通して，教員の養成から教職生活までを一貫し

て見通した上で，その資質向上に関わる教育委員会と大学，学校が連携することで，課題を

明確にし，改善に努めることが必要である。 
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本調査研究では，大学が教員養成カリキュラムに位置付ける「長期学校インターンシップ」を学

生の実践的指導力の基礎の育成に効果を上げると同時に，学校が抱える教育課題を解決するため

に，大学，教育委員会，学校の三者が連携し，それぞれの課題を明確にした上で実施方法，支援

体制を構築することを目指したい。インターシップを継続的に実施するためには，大学，教育委

員会，学校がWin-Win-Winの関係で協働することが重要であり，この取り組が，様々な教育課
題に対応できる教師としての資質能力を具体化するとともに，教員養成の段階から教師としての

資質能力を身に付けるために大学と教育委員会や学校が連携・協力する体制が構築できるもので

ある。学校のニーズに沿ったカリキュラム開発を共に進めることは，新たな「大学と教育

委員会・学校の連携」のモデルとして教員養成課程を有する全国の大学の参考になると考

える。 
 

 
 

	 本調査研究の目的は，長期学校インターンシップの効果と課題を明らかにし，学生，

学校の両者にとって実効性のある取組みとなるように，大学が教育委員会や学校と連携

して改善・開発することである。調査研究は岡山大学で実施している「長期学校インターン

シップ（岡山大学での授業名：教職実践インターンシップ）」を対象として行なう。平成 25年
度〜平成 28年度に教職実践インターンシップを受講した学生が教職に就き，自らのキャリア
ステージに応じて求められる資質能力を考える視点からインターンシップの効果と課題を振り

返ることを通して，「長期学校インターンシップ」のあり方を検討するものである。 
	 学生の現状として，岡山大学では実践的指導力を構成する力として，学習指導力，生徒指導

力，コーディネート力，マネジメント力の４つを設定し，これら４つの力をバランスよく育成
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することを目指している。学生はインターンシップにおける課題として，特に伸ばしたい力と

していずれか１つの力を設定しており，これらの力をインターンシップにおいて伸ばすことが，

一人一人の学生にとっての実践的指導力の基礎を育成することにつながっている。これまでの

調査研究では，学生がインターンシップで経験する様々な学校での活動が，これら４つの力を

伸ばすことに効果があり，特に生徒指導力の高まりの自己評価が高く，一方，コーディネート

力の高まりは不十分であることを示している。これらの自己評価は，経験した活動によって当

然のことながら左右されるが，メインで授業指導を行なった学生は学習指導力のみならず，マ

ネジメント力やコーディネート力も高める効果があるなど，直接的な効果のみならず，活動に

よる相乗的な効果も期待できることを報告している。しかし，この効果は受入の学校の体制や

環境にも影響を受けるものであり，「長期学校インターンシップ」が学生の実践的指導力の育

成に効果的であるためにはどのような環境整備（インターンシップの実施形態，学生の

準備，学校受入れ体制など）が必要なのかを明らかにすることが必要である。 
	 学校側は，インターンシップ学生を受入ることで，学校現場に活気が出る，児童生徒の日々の

学校生活に好影響が出るなどの調査結果があるが，一方で，指導教員が学生の教育効果への実感

することは必ずしも高くなく，手探りの状態であることが伺える。また，学校にはそれぞれの教

育課題があり，その学校の教育課題が学生の学び，受入れ体制へ大きく影響している可能性があ

る。そこで，学校課題を大学教員，教育委員会とともに解決していくことがインターンシップを

継続する上で重要であり，この課題解決の過程を学生が体験することも，貴重な学びであると考

えられる。そこで，インターンシップを通して，大学教員がどのように学校課題に取組み，

解決することができるかについて方策を示すことが必要である。 

 
	 本調査研究の目的である，長期学校インターンシップが学生，学校の両者にとって実効性の

ある取組みとなるように，大学，学校，教育委員会がそれぞれの役割を果たすことが必要であ

る。そのために，大学においては，インターンシップ実施の期間や日数，形態及び活動内容な

どを示すことにより，効果的なインターンシップのあり方を示すことができると考えられる。

これらの効果的なインターンシップは学校現場の受入れ状況，学校環境にも大きな影響を受け

るものであり，それぞれの学校が持つ課題を教育委員会，大学の連携のもと解決に努めること

で，学校の教育力の向上につながり，そのことが学生への良い学びにつながると考えられる。

これは，教員養成の段階から教師としての資質能力を身に付けるために大学と教育委員会や学

校が連携・協力する体制が構築できるものであり，採用後の研修についても三者が協働するこ

とになり，養成から研修を通して，教員養成機関と教育委員会が連携することのモデルを示す

ことができるものと考えられる。さらに，これらの取組みの中で，インターンシップの位置づ

けを明確にし，教育実習やボランティアとの役割分担を示すことにもつながると考えている。 
【成果目標（当初）】 
大学	

	

	

	

①長期学校インターンシップの効果と課題を明らかにした上で，効果的な	 	

	 実施形態（期間，日数等）や活動内容を示す	

②モデル校における長期学校インターンシップを通して，大学教員が学校	

	 課題の解決のための支援に関わる体制を整備する	
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学校	

	

①長期学校インターンシップの学生を受入れ，指導する中で，学生・学校	

	 両者への効果と課題を把握する	

②学校課題を明確にし，大学・教育委員会と連携し，解決に取組む	

教育委員会 
 

①学校，大学と連携し，課題を踏まえた上での教員育成の視点から，養成，	 	

	 研修への支援を検討する	

	

本調査研究の成果は，「大学と教育委員会・学校の連携」について全国の教員養成に関わる

大学への提案となることを目標とする。先ず，毎年定期的に開催している岡山県・岡山市教

育委員会との合同連携協力会議で，「長期学校インターンシップ」の構築が大学と教育委員

会・学校の連携の大きな成果であることを確認し，この成果を毎年作成している「連携協力

事業研究報告書」の中に取りまとめ報告する。 
 

 
	 平成 25年度から教育学部の全学生の必修科目として，学校現場の教育課題を直接知り，自
己の課題を解決する機会として実施している「長期学校インターンシップ（岡山大学での授業

名：教職実践インターンシップ）」について，教員養成段階にある学生にとっての意義や効果に

加え，学校においても学校課題の改善に効果的な取組みとなるよう，教員養成カリキュラムへ

の位置づけや課題についての検討資料を得るため，以下のような調査研究を実施した。 
・平成 25〜28 年度に実施した教職実践インターンシップ受講生のアンケート調査 
	 平成 25〜28年度に実施した教職実践インターンシップの受講生（卒業生）約 1,000名
に対してアンケート調査を実施した。調査の内容は，教職実践インターンシップにおける

活動内容および，その活動による実践的指導力の育成への効果であり，教職生活を通した

教育実践力の育成においてどのような効果が見られるのか，改善点は何かについてである。

この受講生には在校時に受講後のアンケートで効果について調査を行っているが，教職に

就いた後，振返っての調査を行なうことで，より客観的なデータが得られることを期待し

て実施した。 
 

・平成 29 年度実施の教職実践インターンシップにおいて試行モデルの実施 
	 岡山大学の教職実践インターンシップは大学が所在する岡山市を中心に周辺市の小中学

校 30校で実施しており，期間は約３ヶ月，週あたり半日〜１日の実施である。平成 29年
度の教職実践インターンシップにおいて，遠隔地（大学よりおよそ 100km）にある小中学
校で週２日（１泊２日合計 10日間，期間は約３ヶ月：強化分散型）の実施を試行した。
試行の目的は，①実施形態の違いによる学びの効果（週半日→週２日連続），②小中学校が

地理的に隣接する学校で隣接校種でのインターンシップを行なう効果，③人口減少地域の

教員研修の機会が少ない学校における学校課題への大学教員の支援，④学校課題解決に対

する教育委員会の連携，を検討することである。この実施により，長期学校インターンシ

ップの実施形態や，活動内容などについて，現行の実施形態と比較することを通して効果

と課題を検討した。 
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・平成 29 年度実施の教職実践インターンシップ受講生のアンケート調査	

	 平成 29年度に実施した教職実践インターンシップの受講生 280名に対してアンケート
調査を実施した。調査の内容は，教職実践インターンシップにおける活動内容および，そ

の活動による実践的指導力の育成への効果であり，従来の長期分散型と今回試行の強化分

散型の結果の違いを比較し，効果と課題を明らかにした上で，今後の長期インターンシッ

プのあり方について検討した。 
 

・平成 29 年度に実施する教職実践インターンシップの協力校（モデル校）およびその学校を

管轄する教育委員会への訪問調査および意見交換	

	 平成 29年度に試行した強化分散型のインターンシップ協力校および管轄する教育委員
会へ訪問調査を行い，受け入れ側の課題と成果について聞き取り調査を行った。強化分散

型のインターンシップの成果や課題を共有し，インターンシップの多様な実施形態や大学

教員の学校課題への支援についての意見交換を行なった。その結果を元に，次年度の計画

を検討した。 
 

 
調 査 研 究 の 時 期 と 内 容 

 
 
４月 
 
 
 
 
５月 
 
 
 
 
 
６月 
 
７月 
 
 
 
 
 
 

各月冒頭の（	 ）は，現行の教職実践インターンシップ（長期分散型）実施に関わ

る事項 
 
（H29年度教職実践インターンシップ：4年次生「事前指導」） 
	 強化分散型（試行）教職実践インターンシップも「事前指導」同時施行	

	 強化分散型（試行）教職実践インターンシップ協議会・打合会	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （新庄村教育委員会，新庄小・中学校） 
 
（H29年度教職実践インターンシップ協議会・打合会（教育委員会，全協力校園）） 
	 強化分散型（試行）教職実践インターンシップ協議会・打合会	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （新庄村教育委員会，新庄小・中学校）	

（H29年度教職実践インターンシップ：活動開始（～7月，一部は 9月まで）） 
・強化分散型（試行）教職実践インターンシップ活動開始（〜９月まで）	

 
・H25〜H28年度教職実践インターンシップ受講生（卒業生）アンケート調査 
 
（H29年度教職実践インターンシップ：終了（一部は 9月まで）） 
・強化分散型（試行）教職実践インターンシップ校における学校課題等についての

協議	

	 	 学校課題および支援策等について，大学，学校，教育委員会で検討を行い，	

	 	 支援計画を決定する。 
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８月 
 
９月 
 
 
 
10月 
 
 
 
 
11月 
 
 
１月 
 
 
 
２月 
 
 
３月 
 

 
・アンケート調査の集計・分析（〜９月） 
 
（H29年度教職実践インターンシップ：終了） 
	 強化分散型（試行）教職実践インターンシップ終了	

・学校課題改善のための支援（〜12 月）	

 
・強化分散型（試行）教職実践インターンシップ反省会	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （新庄村教育委員会，新庄小・中学校） 
・教育委員会（岡山県教育委員会，岡山市教育委員会）との連携協力会議にてイン

ターンシップの効果的なあり方について意見交換 
	

・調査研究を踏まえての教職課程（インターンシップ）検討委員会にて今後のイン

ターンシップのあり方について検討（〜１月まで月１回程度）	

	

（H30年度教職実践インターンシップ：配当協力校園の決定） 
・インターンシップの調査研究成果を踏まえて H30年度の教職実践インターンシッ
プ実施を計画 
 
（H30年度教職実践インターンシップ：履修者名簿，履修調書を教育委員会と学校
へ送付） 
 
・報告書作成 

 
所属部署・職名 氏	 名 役割分担 

岡山大学・学長 
 
教育学部・学部長 
 
教育学部・副学部長 
 
教育学部・副学部長 
 
教育学部・教授 
 
教育学部・教授 
 

槇野	 博史	

	

髙塚	 成信 
 
三村	 由香里 
 
加賀	 勝 
 
浮田	 真弓 
 
齋藤	 武 
 

事業代表者 
 
事業実施責任者 
 
事業実施副責任者 
 
事業実施副責任者 
 
事業実施担当者 
 
事業実施担当者 
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教師教育開発センター・教授（特任） 
 
教育学部・准教授 
 
教育学部・講師 
 
教育学部・講師 
 
教育学系事務部・事務長 
 
教育学系事務部・教職支援グループ主査 
 
教育学系事務部・教務学生グループ主査 
 
教育学系事務部・会計グループ主査 
 
教育学系事務部・教務学生グループ 

近藤	 弘行 
 
上村	 弘子 
 
高岡	 敦史 
 
原	 祐一 
 
阿藤	 俊二 
 
佐々木	 雅徳 
 
山本	 準 
 
目黒	 貴久 
 
坂本	 泰彦 

事業実施担当者 
 
事業実施担当者 
 
事業実施担当者 
 
事業実施担当者 
 
事務担当責任者 
 
事務連絡担当者 
 
事務担当者 
 
事務担当者 
 
事務担当者 
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入

学生から教員免許状取得の必修科目として，最終年次に義務づけられた「教職実践演習」の設定

の趣旨に基づき，教員として最小限必要な資質能力の最終的な形成と確認を行なうためのフィー

ルドワークとして「教職実践演習」と連動して行っている。 

	 導入にあたっては，文部科学省特別経費事業「先進的教員養成プロジェクト」のキックオフミ

ーティング（平成 23 開催）において，長期学校インターンシップにおけるワークショップを行い，

教育委員会，学校現場，大学の立場からそれぞれ意見交換を行った。その後，平成 24 年度にはプ

レ試行として２市６校，約 15 名の学生で開始し，学校の直面している諸課題の解決に大学教員が

貢献する「オンデマンド研修」と連動する形で実施した。学生にとっては通常の実習ではできな

い教職経験ができ，教職への理解と意欲を深めることができ，学校側からの評価も高いものであ

った。翌平成 25 年度からは，４年次生 280 名全員が必修として，大学周辺の４市 30 校園程度で

実施した。協力校の確保は，市教育委員会の協力により可能であった。一方で，教育現場にとっ

て，大学生が入ることのメリットもあり，４市のうちの１市については市教育委員会からの要請

で協力校を引き受けていただいた。その後も学校単位での要請により協力校園数が増え，平成 28

年度には合計 33 校園で実施することができた。	
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インターンシップ形態	 強化分散型	 長期分散型	

インターンシップ活動内容	

経
験
し
た	

経
験
し
た
か
�
た	

経
験
し
た	

経
験
し
た
か
�
た	

１．授業におけるＴＴとしての補助	

２．授業におけるメイン指導	

３．特別支援を要する子どもに対する個別支援や補助	

４．別室登校をしている子どもに対する個別支援や補助	

５．児童会・生徒会活動の企画・運営や補助	

６．保護者対応の補助や様子の観察	

７．職員会議への参加	

８．校務分掌の補助	

９．学級通信の作成や補助	

10．学級掲示物の作成や補助	

11．テストの採点や補助	

12．修学旅行等の校外行事の引率補助	

13．1 日または半日の代理担任	

14．放課後学習指導や補助	

15．教材研究	

16．朝の会・帰りの会の進行や補助	

17．給食指導や補助	

18．清掃指導や補助	

19．運動会・文化祭等の学校行事の補助	

20．校内研究会への参加	

21．部活動指導や補助	

22．教室に入れない生徒への対応や補助	

23．子どもの問題行動の指導や補助	

24．特別活動の企画・運営や補助	

25．休憩時間中の校内巡視や補助	

26．宿題の作成や補助	

27．提出物の点検や補助	
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打ち合わせ	 振り返り	

強化分散型 長期分散型 強化分散型	 長期分散型	

毎回行った	

ほぼ毎回行った	

何回か行った	

全く行っていない	

 
教職実践インターンシップ全体の評価 

 
	

非常に充実していた	

充実していた	

どちらとも言えない	

どちらかと言えば苦痛だった	

苦痛だった	

	 充実していたと回答した学生の自由記述では「多くの先生の授業を見ることで，様々な子どもへの

配慮の方法を知ることができた」，「長期間継続的に学校に関わることで，子どもたちの実態，成長や

変化を実感することができた」，「授業に対して積極的でない生徒や教師に対して反発する生徒とコミ

ュニケーションを取ることは，学校現場の実態を知り，目指す教師像を大きく変えた」など，教師に

なる前段階で必要な気づきや学びに繋がったと考えられた。一方で，苦痛だったと回答した学生の自

由記述では，「インターンシップの目的を学校側が理解しておらず，何をやって良いかわからなかった」，

「学校現場は多忙であり，疑問に思ったことを質問したり，指導を受けられる雰囲気ではなかった」

など，実施運営上の課題や受け入れ校の課題なども明らかになった。 
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教職実践インターンシップを通した４つの力の高まりに関する自己評価 
 

全
�
伸
�
�

�
�
�

�
�
�
伸
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

言
�
�
�

�
�
伸
�
�

非
常
�

伸
�
�

学
習
指
導
力

生
徒
指
導
力

�
�
�
�
�
�
�
力

�
�
�
�
�
�
力

伸ばせた力	

学習指導力	

生徒指導力	

コーディネート力	

マネジメント力	
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教職実践インターンシップ事前指導 
平成２９年４月２６日(水)   

・16:20～16:50 教職実践インターンシップ：担当教員との協力校園別事前指導 

・17:00～17:30 教職実践インターンシップ専門委員会による全体事前指導（於：5202） 

・17:30～18:30 岡山県教育庁義務教育課課長講話（於：5202） 

 
１．目的 
 教職実践インターンシップは、「教職実践演習」設定の趣旨「教員として最小限必要な資質能力
の最終的な形成と確認」に基づき、教育実践力を構成する４つの力(学習指導力・生徒指導力・コー
ディネート力・マネジメント力)の形成状況を確認することを目的とする。苦手分野の克服及び得意
分野の伸張を図るために、大学で実施される「教職実践演習」と関連させながら、学校現場でのフ
ィールドワークとして行われるものである。したがって、教職実践インターンシップでは、「教育
実践力を構成する４つの力をバランスよく形成しているかどうかを最終確認し、実践的指導力を身
に付けること」を目指す。教育現場での教育活動全般に取り組む中で、自己課題の確認、及び課題
解決の方法等について学ぶものである。 
 
 
２．期間 
   教職実践インターンシップⅠ(必修)：5 月～7 月（一部 9 月） 
    第１回：5 月 15 日(月)､16 日(火)､18 日(木)､19 日(金)の１日(終日) ９回以上で，７週以上 

第２回目以降：４時間以上を 8 回以上、6 週以上          で，かつ計４０時間以 
上 

   教職実践インターンシップⅡ(選択)：10 月～12 月 
    ４時間以上を週１回程度、同じ協力校園で長期間実施 
 
 
３．協力校園 
(1)教職実践インターンシップ 

○小学校（18 校） 
・岡山市 11 校：御野小学校・牧石小学校・津島小学校・伊島小学校・宇野小学校・中山小学校 

清輝小学校・三勲小学校・岡南小学校・鹿田小学校・大元小学校 
・倉敷市 3 校：西阿知小学校・庄小学校・帯江小学校 
・総社市 1 校：総社中央小学校 
・赤磐市 2 校：山陽小学校・山陽西小学校 
・新庄村 1 校：新庄小学校 

○中学校（13 校） 
・岡山市 7 校：岡北中学校・京山中学校・操山中学校・岡輝中学校・桑田中学校 
              御津中学校・妹尾中学校 
・倉敷市 3 校：倉敷第一中学校・庄中学校・多津美中学校 
・総社市 1 校：総社西中学校 
・赤磐市１校：高陽中学校 
・新庄村 1 校：新庄中学校 

○幼稚園（2 園）岡山市 2 園：伊島幼稚園・御野幼稚園 
○特別支援学校(2 校) 岡山市 2 校：岡山県立岡山支援学校・岡山県立岡山東支援学校(肢体) 

 
 
４．主な活動内容･実習内容 

・自己課題に関わる内容を中心とした教育活動全般（実地授業、授業補助、授業準備・片付け、
児童生徒対応、給食指導、学級活動に関する指導、部活指導、下校指導等）である。実地授業
をする場合、学生が授業計画や準備等に主体的に取り組み、協力学校園教員の了解を得て実施
するとともに、共同立案授業も可とする。なお、児童生徒理解に基づいたより実践的な学級経
営、生徒指導、授業の在り方等を学ぶため、学級配当を原則とする。ただし、養護教諭養成課
程の学生は、保健室配当も可とする。 

・毎回退出時、出勤簿（名札の裏面）に日時及び時間数を記入し、協力校園教員に押印していた
だく。 

・帰宅後、体験内容及び感想等を日誌（7.参照）に記入する。 
 

 
 
５．協力校実習の心構え 
(1)教育者としての自覚 
○ ｢教育委員会･協力校園の善意で実習させていただいている｣という自覚をもつとともに、教育 

者としての使命感･熱情を持って臨むこと。 
 

(2)教師らしい言動･態度 
○ 学校種に応じた教師らしい服装で臨むこと。 
○ 勤務時間を厳守すること。 
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・勤務時間より早めに出勤すること。 
・初日は、実習生全員が時間を確認の上集合し、協力校園に同時に出勤すること。 
・やむを得ない欠席、遅刻等は協力校園及び教務学生係に必ず電話すること。 
・配当学生同士、連絡が取れるようにしておくこと。 

○ 礼儀：気持ちのよい挨拶を行うこと。 
○ 言葉遣い：教育者にふさわしい言葉を使うこと。 
○ 守秘義務：職務上知り得た秘密を口外しないこと。（個人情報の管理責任） 

・教師としての品位：交通違反、交通事故等の問題が起きないように注意すること。 
○ 平等･機会均等の観点：一人ひとりの児童･生徒に平等に関わること。 
○ 人権･人間尊重の精神：子どもの人権を尊重して関わること。 
 

 (3)実習への取組方 
○ 課題意識を持って、積極的に様々な活動に取り組む。 
○ 児童･生徒と関わる際には、可能な範囲で担任等から教育方針や子どもの実態等を聞き，｢自分

が担任になったつもり｣で指導にあたること。 
○ 児童･生徒と積極的に関わり、クラスの子どもの人間関係等の実態を把握する。 
○ 疑問に思うこと、あるいは、わからないことは先生方から積極的に指導を受ける。 
○ 校外学習等にも積極的に参加することが望ましい。（ただし、必要経費は自己負担が原則） 

 
 

６．協力校実習の注意事項 
(1)取組態度 

・協力校の指導方針等を理解し、それに立脚した取組を行うこと。 
(2)禁止事項 

・子どもとの個人的な交際（活動中、活動終了後）はしない。 
・子どもや学校へのお礼の品物の贈呈等はしない。 
・附属学校と公立学校の比較はしない。 
・個別の学校及び教師･生徒批判はしない。 

(3)その他 
・名札（出勤簿）への押印の場合、時間等は協力校における担当教員の指示に従うこと。名札

は大学で用意したものを使用する。 
・教科書・指導書等、借りたものは必ず活動期間中に返却する。 
・できるだけ指導していただいた先生方に、お礼状を出す。 

 
 

７．日誌 
教職実践演習インターンシップについては、各学生が用意したノートを使用し、教職実践演習及

び指導教員との懇談等の際に活用する。日誌の最初に自己課題を記入しておき、毎回、活動前に、
1)今回の目標、活動後には、2)主な活動内容、3)省察を記入する。日誌は、毎回、協力校園に持参
し、協力校園の教員に求められた場合には提出する。 

 
 

８．携行品・その他 
(1)携行品 
・筆記用具、名札（出席簿）、上履き、運動靴、体操服、日誌（その他、学校が指定するもの） 

(2)挨拶（指示された場合） 
学生代表(副代表)：開始日等 

全 員   ：クラス担任，児童･生徒への挨拶 
(3)通勤方法 
・自分で学校の所在地を確認し、通勤に利用できる公共交通機関を調べておくこと。 
・自動車・バイクによる通勤は厳禁です。 
・自転車は二重ロックを推奨します。。 

(4)控え室が準備されている場合は、責任ある管理をすること。 
・掃除当番を決めて掃除する。 
・貴重品は、各自で責任をもって管理すること。 

(5)出勤時刻 
・協力校園の指定に従うこと。 

(6)集金 
・実習に伴う費用の集金については、各協力校園と相談のこと。 

(7)学生保険（学生教育研究災害傷害保険等） 
・未加入者は、教職実践インターンシップが始まるまでに必ず加入すること。 

 
 
 
＜注：インターンシップ I に引き続き、インターンシップ II を希望する者は、９月初旬に
「活動計画書」を教務学生係まで取りに行き、指導教員及び協力校の実習担当教員に相談の
上、９月中旬頃までに記入し、教務学生係に提出のこと（正確な提出期限については、掲示
を確認すること）。＞  
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平成２９年度 教職実践演習（学校教育教員養成課程）授業日程

 

* 本学教師教育開発センター教員

** 岡山県教育庁義務教育課より派遣

年 月 日 曜 限 内容 形態 担当者 

H28 年 12 月 21 日（水）7･8 ・ 教職実践インターンシップ説明会・希望調査・教職実践演習の予定について 

前 

期 
(

１
・
２ 

学 

期) 

① 29 4 7 金

2 ・ オリエンテーション：「教職実践演習」についての説明

（位置づけ，意義，日程，クラス分け・担当教員，使用教室，評価方法，欠席日調査，クラス別での活動内容） 
全体 

安藤元紀

3 ・教職実践演習において体験してほしいこと  今井* 

② 29 4 12 水

7 ・「生徒指導力」の観点について①

全体 

安藤美華代

8 ・「コーディネート力」の観点について① 住野 

③ 29 4 19 水

7 ・「学習指導力」の観点について①

全体 

尾島 

8 ・「マネジメント力」の観点について① 金川 

4 月 26 日（水） ・教職実践インターンシップⅠ 事前指導日 

④ 29 5 10 水 7･8 ・ワークショップ型討論①（インターンシップの自己課題の検討） クラス 講座 

5 月 15 日（月）～ 5 月 19 日（金） ・教職実践インターンシップⅠ 初回実習期間  ※5/17 は副免実習(小･中)事前指導日 

⑤ 29 5 24 水 7･8 ・ワークショップ型討論②（自己課題の再検討及び分析と決定） クラス 講座 

⑥ 29 6 21 水 7･8 ・教員としての資質及び能力とは何か 全体 三宅昭二

⑦ 29 7 5 水

7 ・「生徒指導力」の観点について② 全体 安藤美華代

8 ・教職実践インターンシップに基づくグループ協議「生徒指導力」   クラス 配当校担当者

⑧ 29 7 19 水

7 ・「コーディネート力」の観点について② 全体 住野 

8 ・教職実践インターンシップに基づくグループ協議「コーディネート力」 クラス 配当校担当者

後 

期 
(

３
・
４ 

学 

期) 

⑨ 29 10 18 水 7･8 ・学校が教師に求める力量とはいかなるものか 全体 岡山県教育庁**

⑩ 29 10 25 水

7 ・「学習指導力」の観点について② 全体 尾島 

8 ・教職実践インターンシップに基づくグループ協議「学習指導力」 クラス 講座 

⑪ 29 11  29 水

7 ・「マネジメント力」の観点について② 全体 金川 

8 ・教職実践インターンシップに基づくグループ協議「マネジメント力」 クラス 配当校担当者

⑫ 29 12  6 水

7 ・児童を理解するとはどういうことか

全体 

 武藤* 

8 ・生徒を理解するとはどういうことか  橋本* 

⑬ 29 12 13 水

7 ・「教育実践力」力量形成状況の評価について 全体 尾島 

8 ・ワークショップ型討論（自己の力量形成状況の把握と評価） クラス 講座 

⑭ 30 1 10 水

7 ・初任期教員のリーダーとしての資質 

全体 

金川  

8 ・教職初期のキャリア形成の実際 現職教職大学院生

⑮ 30 1 17 水 7･8 ・「教育実践力」力量形成状況の自己評価レポート作成 クラス 講座 
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平成 29年度	 教職実践インターンシップ打ち合わせ会 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 日時：平成 29年 5月 11日（木）10:00〜11:30 

場所：岡山大学教育学部	 本館４階	 第一会議室 
 

１．	期間 
第１回：５月 15日（月）・16日（火）・18日（木）・19日（金）の１日（終日） 
第２回以降：４時間以上を８回以上，６週以上，各自の計画に基づいて実施 
 

２．	協力校園 
○小学校（17校 173名） 
	 ・岡山市 11校：御野小学校・牧石小学校・津島小学校・伊島小学校 
	 	 	 	 	 	 	 	  宇野小学校・清輝小学校・三勲小学校・岡南小学校 
	 	 	 	 	 	 	 	  鹿田小学校・大元小学校・中山小学校 
	 ・倉敷市３校：西阿知小学校・庄小学校・帯江小学校 
	 ・総社市１校：総社中央小学校 
	 ・赤磐市２校：山陽小学校・山陽西小学校 
 
○中学校（12校 78名） 
	 ・岡山市７校：岡北中学校・京山中学校・操山中学校・岡輝中学校 
	 	 	 	 	 	 	 	 桑田中学校・御津中学校・瀬尾中学校 
	 ・倉敷市３校：倉敷第一中学校・庄中学校・多津美中学校 
	 ・総社市１校：総社西中学校 
	 ・赤磐市１校：高陽中学校 
 
○幼稚園（2園 15名） 
	 ・岡山市 2園：伊島幼稚園・御野幼稚園 
 
○特別支援学校（2校 14名） 
	 ・岡山市 2校：岡山県立岡山支援学校・岡山県立岡山東支援学校（肢体） 
 
※新庄村：新庄小学校・新庄中学校	 計 11名 
 

３．	教育実習生の既有経験 
①学校教育教員養成課程 
	 ○１年次実習（教育学部附属学校園観察・参加） 
	 ○２年次実習（県立特別支援学校観察・参加） 
	 ○教育実習基礎研究（３年次前期） 
	 ○附属学校園での主免実習（３年次後期４週間） 
	 ○人権教育の講義 
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②養護教諭養成課程 
	 ○１年次実習（教育学部附属学校園観察・参加） 
	 ○２年次実習（県立特別支援学校観察・参加） 
	 ○養護実習基礎研究（２年時後期） 
	 ○附属学校園での養護実習（３年次前期） 
	 	 岡山市内の協力小学校での養護実習（３年時後期） 
	 ○人権教育の講義 

 
４．	成績評価 

協力校において活動の実施確認をして出勤簿及び評価票に基づき，学部で修了判定を行います。 
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教職実践インターンシップで学生をご指導いただく先生方へ 

―教職実践インターンシップが目指すもの― 

 

岡山大学教育学部 

教職実践インターンシップ専門委員会 

 
 

平成28年度教職実践インターンシップⅠ(4年次前期必修科目)では、教育学部の学生約290

名が33の協力校園で、学校現場でしかできない貴重な経験をさせていただきました。大変あり

がとうございました。その成果を検証し課題を把握するために、協力校園の先生方にアンケー

ト調査をお願いしましたところ、「受け入れ校で先生方が何を指導してよいのか明確でない。」

「インターンシップを行う学生が何をするのか理解していない。」というご指摘を多数いただき

ました。 

そこで、協力校園の先生方に教職実践インターンシップの趣旨を理解していただき、ご指導

の参考にしていただけるよう資料を作成いたしました。 

 

 

〇教職実践インターンシップとは？ 

 教職実践インターンシップは、次のような 

ねらいで実施しています。 

 ①『自己課題』解決の方策を模索する。 

 ②教員として働くイメージをふくらませる。 

 ③教員として問われる資質を自覚する。 

 

 

〇「自己課題」とは？ 

 岡山大学では、教職を目指す学生が実践的指導力を身につけていくことができるように、積

み上げ方式による教育実習を各学年で実施しています。 

教職実践インターンシップを行う学生は、3年次に附属学校園で4週間の教育実習（主免実

習）を経験しています。 

実習後のアンケート結果を見ると、学生たちは、この教育実習を通して「教員になりたい」

という気持ちを高めると同時に、教職に就くための自己課題を見出していることが分かります。

岡山大学では、自己目標と自己課題を明らかにできるよう、教育実践力を構成する4つの力（学

習指導力・生徒指導力・コーディネート力・マネジメント力）についての指標を示しており、

自らの実践を振り返りながら自分が教職に就く上で解決すべきこととして見出した課題が「自

己課題」になります。 
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インターンシップのイメージ

直
接
指
導
を
受
け
る

担
当
教
員
か
ら

強

弱

教育実習

インターンシップ

ボランティア

〇学生が得意分野を伸ばし、苦手分野を克服するために 

大学では、学校現場において幼児・児童・生徒の指導や支援をされている先生方と協働する

ことが学生にとって最も実践的な学びになり、先生方と一緒に行動したり一部の仕事を任され

たりすることで学生が自信を深めていくことがで

きると考えています。 

教職実践インターンシップでは、自己課題に関

わる内容を中心とした教育活動全般（実地授業、

授業補助、授業準備・片付け、児童生徒対応、給

食指導、学級活動に関する指導、部活指導、下校

指導等）を経験させていただければと思います。

そのような機会を与えていただくことで、学生は

得意分野を伸ばしたり、苦手分野を克服したりし

ながら、実践的指導力を高めていくことができます。 

 

■学生を受け入れの際、具体的にお願いしたいこと■ 

日々の多忙な業務の中、大変恐縮いたしますが、次の項目についてご理解いただき、学生へ

の対応につきましてご協力をお願いいたします。 
 

○出勤簿の押印（毎回：学生が所持している名札の裏面） 

○活動の打ち合わせ（初回：日程の調整） 

学生は5月～9月の期間で、それぞれの協力校園で活動することになっています。 

1回の時間数や曜日を含め日程につきましては、活動開始日に、可能な範囲で打ち合わせをお願

いいたします。* 

 「活動計画」：計40時間以上  

第 1回：5月 15日(月)、5月 16(火)、5月 18日(木)、5月 19日(金)の 1日（終日） 

  第 2回目以降：4時間以上を8回以上、6週以上 各自の計画に基づいて実施 

○不測の事態への対応 

  欠席しているのに連絡がない等の問題が生じた場合、お手数をおかけいたしますが、必ずご連絡

くださいますようお願いいたします。 

*学校行事や課外活動などそれぞれの協力校園の事情により、時間数や曜日の変更など、適宜調整してください。 

 
 

 以上、よろしくお願いいたします。 

なお、ご不明の点がございましたらお手数をおかけいたしますが、本学の担当教員もしくは

本学部教務学生係（担当：坂本 086-251-7600）までご連絡いただきますようよろしくお願い

いたします。 

○出勤簿の押印（毎回：学生が所持している名札の裏面）

○活動の打ち合わせ（初回：日程の調整）

学生は5月～9月の期間で、それぞれの協力校園で活動することになっています。 

1回の時間数や曜日を含め日程につきましては、活動開始日に、可能な範囲で打ち合わせをお願

いいたします。*

「活動計画」：計40時間以上

第1回：5月 15日(月)、5月 16(火)、5月 18日(木)、5月 19日(金)の 1日（終日） 

  第 2回目以降：4時間以上を8回以上、6週以上 各自の計画に基づいて実施 

○不測の事態への対応

欠席しているのに連絡がない等の問題が生じた場合、お手数をおかけいたしますが、必ずご連絡

くださいますようお願いいたします。
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ュ

ラ
ム

が
目

標
と

す
る

「
教

育
実

践
力

」
を

構
成

す
る

４
つ

の
力

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

，

・
「

教
職

実
践

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
に

お
け

る
学

校
現

場
で

の
実

体
験

と
関

連
さ

せ
な

が
ら

，

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

，
演

習
，

発
表

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
形

態
で

，
一

斉
指

導
，

ク
ラ

ス
別

指
導

，
協

力
校

園
別

指
導

を
織

り
交

ぜ
な

が
ら

授
業

を
行

う
。

よ
り

高
い

「
教

育
実

践
力

」
の

養
成

を
目

指
す

。
11

岡
山

大
学

教
育

学
部

教
職

実
践

演
習

平
成

2
9
年

度
「

教
職

実
践

演
習

」
・

「
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

主
免

実
習

を
履

修
・

修
得

し
た

４
年

次
生

○
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
協

力
校

園
(
資

料
６

)

平
成

2
9
年

５
月

1
1
日

現
在

・
小

学
校

1
7
校

(
1
7
3
人

)

・
中

学
校

1
2
校

(
 
7
8
人

)

・
幼

稚
園

2
園

(
 
1
5
人

)

・
特

別
支

援
学

校
2
校

(
 
1
4
人

)

※
新

庄
村

：
小

学
校

1
校

・
中

学
校

1
校

（
1
1
人

）

対
象

12
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○
「

教
職

実
践

演
習

」
（

必
修

）

４
年

次
通

年

（
３

年
次

３
学

期
1
0
月

～
1
1
月

の
主

免
実

習
と

の
連

続
性

）

（
教

育
現

場
で

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

連
動

）

○
「

教
職

実
践

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

I
」

（
必

修
）

４
年

次
1
･
2
学

期

○
「

教
職

実
践

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

I
I
」

（
選

択
）

４
年

次
3
･
4
学

期

大
学

で
教

え
ら

れ
る

「
理

論
」

と
教

育
現

場
で

行
わ

れ
る

「
実

践
」

と
を

往
還

形
式

13

平
成

2
9
年

度
「

教
職

実
践

演
習

」
・

「
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

活
動

期
間

等

○
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

（
１

・
２

学
期

必
修

）
・

期
間

：
５

月
～

７
月

（
＊

副
免

実
習

等
の

た
め

一
部

９
月

ま
で

）

・
第

1
回

5
月

1
5
日

(
月

)
・

1
6
(
火

)
・

1
8
日

(
木

)
・

1
9
日

(
金

)
の

う
ち

1
日

8
:
3
0
～

1
7
:
0
0

・
第

２
回

目
以

降
：

４
時

間
以

上
を

８
回

以
上

，
6
週

以
上

※
合

計
9
回

以
上

、
7
週

以
上

、
4
0
時

間
以

上
各

自
の

計
画

に
基

づ
い

て
実

施

※
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

2
は

，
協

力
校

園
か

ら
要

請
の

あ
っ

た
運

動
会

，
課

外
活

動
（

宿
泊

を
伴

う
課

外
活

動
を

含
む

）
等

に
参

加
し

た
場

合
の

例
で

あ
る

。

※
4
0
時

間
を

超
え

た
場

合
は

，
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
I
I
 
の

時
間

数
と

し
て

カ
ウ

ン
ト

す
る

。

第
１

週
第

２
週

第
３

週
第

４
週

第
５

週
第

６
週

第
７

週
第

８
週

第
９

週
計

標
準

８
時

間
４

時
間

４
時

間
４

時
間

４
時

間
４

時
間

４
時

間
４

時
間

４
時

間
4
0
時

間

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
1

８
４

４
４

４
＋

４
４

４
＋

４
―

―
4
0
時

間

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
2

８
４

４
＋

８
４

４
４

４
４

―
4
4
時

間

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
3

８
８

８
８

８
４

＋
４

８
８

８
7
2
時

間

14

○
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
I
I
（

3
・

4
学

期
選

択
）

・
期

間
：

3
･
4
学

期
：

1
0
月

～
1
2
月

・
対

象
：

希
望

す
る

学
生

大
学

の
指

導
教

員
と

協
力

校
園

の
担

当
教

員
に

相
談

の
上

９
月

中
旬

「
活

動
計

画
書

」
を

個
別

に
提

出

・
活

動
時

間
：

週
１

回
程

度

1
/
2
日

，
1
/
4
日

，
1
日

程
度

Ⅰ
と

同
じ

協
力

校
園

で
長

期
間

実
施

＊
他

の
協

力
校

園
で

行
う

場
合

：

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

と
し

て
の

実
施

15

活
動

時
間

数
の

確
認

（
出

勤
簿

）

○
大

学
側

で
用

意
し

た
名

札
（

裏
面

が
出

勤
簿

）
学

生
：

毎
回

退
出

時
，

名
札

裏
面

の
出

勤
簿

に
日

時
及

び
時

間
数

を
記

入

・
実

習
担

当
者

に
よ

る
押

印
（

協
力

校
園

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
ご

担
当

の
先

生
に

よ
り

，
押

印
し

て
頂

き
ま

す
よ

う
お

願
い

致
し

ま
す

。
）

○
活

動
日

：
全

出
席

が
原

則
名

札
の

出
勤

印
が

７
週

以
上

、
９

回
以

上
あ

り

４
０

時
間

を
ク

リ
ア

し
て

い
る

こ
と

16
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成
績

評
価

・
修

得
単

位

○
成

績
評

価

協
力

学
校

園
に

お
い

て
活

動
の

実
施

確
認

を
し

た
出

勤
簿

に
基

づ
き

↓

大
学

の
指

導
教

員
が

「
時

間
数

確
認

表
」

に
て

確
認

↓

学
部

で
修

了
判

定
を

行
い

ま
す

○
修

得
単

位

・
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

：
１

単
位

・
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

：
１

単
位

17

活
動

内
容

自
己

課
題

に
関

わ
る

内
容

を
中

心
と

し
た

教
育

活
動

全
般

・
実

地
授

業
・

授
業

補
助

・
授

業
準

備
・

片
付

け
・

児
童

・
生

徒
対

応
・

給
食

指
導

・
学

級
活

動
に

関
す

る
指

導
・

部
活

指
導

・
下

校
指

導
な

ど

○
学

級
配

当
・

児
童

生
徒

理
解

に
基

づ
い

た
よ

り
実

践
的

な
学

級
経

営
，

生
徒

指
導

，
授

業
の

在
り

方
を

学
ぶ

・
養

護
教

諭
養

成
課

程
に

お
い

て
は

，
学

級
配

当
ま

た
は

保
健

室
担

当

○
実

地
授

業
・

協
力

学
校

園
の

教
員

の
了

解
を

得
て

，
学

生
が

授
業

計
画

や
準

備
等

に
主

体
的

に
取

り
組

み
，

実
施

す
る

。
・

共
同

立
案

授
業

→
学

習
指

導
力

の
向

上

可
能

な
範

囲
で

ご
協

力
お

願
い

致
し

ま
す

18

第
1回

5月
15

日
（
月

）
・
16

（
火

）
・
18

日
（
木
）
・
19

日
（
金
）

の
う
ち
1日

8:
30

～
17

:0
0

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
学

校
概

要
説

明
，

配
当

学
級

に
お

け
る

参
画

，
今

後
の

計
画

，
留

意
事

項
に

関
す

る
説

明
な

ど
）

○
そ

の
他

（
協

力
校

園
に

基
づ

い
て

）

○
６

月
以

降
の

「
活

動
計

画
」

○
出

勤
簿

（
名

札
）

へ
の

押
印

○
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
で

学
生

を
ご

指
導

い
た

だ
く

先
生

方
へ

(
資

料
4
）

19

実
施

第
一

日
目

の
活

動
等

（
お

願
い

）
活

動
を

振
り

か
え

る
：

日
誌

帰
宅

後
：

体
験

内
容

及
び

感
想

等
を

「
日

誌
」

に
記

入
。

・
各

学
生

が
用

意
し

た
ノ

ー
ト

・
毎

回
，

協
力

校
園

に
持

参

・
日

誌
の

最
初

に
自

己
課

題
を

記
入

活
動

前
：

今
回

の
目

標

活
動

後
：

主
な

活
動

内
容

，
省

察

※
協

力
校

園
の

先
生

方
に

求
め

ら
れ

た
場

合
に

は
提

出
致

し
ま

す
。

20
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平
成

２
９

年
度

「
教

職
実

践
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

事
前

指
導

平
成

２
９

年
４

月
２

６
日

（
水

）
（

資
料

２
）

1
6
:
2
0
〜

・
校

園
別

事
前

指
導

・
全

体
事

前
指

導

1
7
:
3
0
～

1
8
:
3
0

・
岡

山
県

教
育

委
員

会
義

務
教

育
課

長
に

よ
る

講
話

21

岡
山

大
学

教
育

学
部

連
絡

先

○
教

務
学

生
係

（
資

料
１

参
照

）

担
当

：
坂

本
泰

彦
・

電
話

番
号

08
6‐
25

1‐
76

00
・

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
s
a
k
a
m
o
t
o
-
y
1
@
a
d
m
.
o
k
a
y
a
m
a
-

u
.
a
c
.
j
p

○
大

学
側

の
担

当
教

員
（

資
料

７
参

照
）

22
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理科 理科 数学 音楽 音楽 保体 保体 保体 保体 保体 保体

女 男 男 女 女 男 女 女 女 女 男

石原 板谷 杉本 髙取 田中 高畑 田中 植村 鴨頭 黒崎 藤原

5月 15 ( 月 ) オリエ オリエ オリエ オリエ 小 小 6 6 2 0

16 ( 火 ) 田植え（未定） 放課後質問教室 オリエ 小 小 オリエ オリエ オリエ オリエ 7 3 0 2

17 ( 水 ) 職員研修 職員会議 中 中 小 小 小 5 5 5 0

18 ( 木 ) クラブ活動(6) 小 （朝帰岡） 中 中 小 小 5 2 1 3（+朝1）

19 ( 金 ) 学年別陸上競技会ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 小 小 2 0 0 2

20 ( 土 ) 0 0 0 0

21 ( 日 ) 0 0 0 0

22 ( 月 ) 体力テスト 中間テスト 0 0 0 0

23 ( 火 ) 中間テスト 0 0 0 0

24 ( 水 ) 職員研修 0 0 0 0

25 ( 木 ) 小 小 小 小 4 4 4 1

26 ( 金 ) 小 小 小 小 4 0 0 4

27 ( 土 ) 0 0 0 0

28 ( 日 ) 0 0 0 0

29 ( 月 ) 0 0 0 0

30 ( 火 ) 中 中 中 中 中 中 6 6 6 0

31 ( 水 ) ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾚﾝｼﾞﾃﾞｰ 真庭支部学年別陸上競技会 中 中 中 中 中 中 中 中 中 9 6 0（直接会場） 0（勝山直帰）

6月 1 ( 木 ) 委員会活動(6) 小 （朝帰岡） 中 中 小 5 1 1 3（+朝1）

2 ( 金 ) ｽｸｰﾙｺﾝｻｰﾄ14:30 音楽鑑賞会(6) 中 1 0 0 1

3 ( 土 ) 0 0 0 0

4 ( 日 ) 0 0 0 0

5 ( 月 ) 0 0 0 0

6 ( 火 ) 開成高校交流(～8日) 小 小 2 2 2 0

7 ( 水 ) 小 小 小 小 中 中 6 4 4 2

8 ( 木 ) クラブ活動(6) 3年修学旅行 小 小 小 中 中 5 3 1 2

9 ( 金 ) あいさつ運動7:30~ 3年修学旅行 小 小 中 3 0 0 3

10 ( 土 ) 0 0 0 0

11 ( 日 ) 0 0 0 0

12 ( 月 ) 中 中 2 2 2 0

13 ( 火 ) 渋川海事研修 中 中 中 中 4 3 2 1

14 ( 水 ) 渋川海事研修 中 中 中 3 0 0 3

15 ( 木 ) 渋川海事研修 2年ヒロシマ平和学習 0 0 0 0

16 ( 金 ) 2年ヒロシマ平和学習 中 1 1 1 0

17 ( 土 ) （午前部活） 1 0 0 0

18 ( 日 ) 0 0 0 0

19 ( 月 ) 2，3年進路説明会⑤⑥ 小 小 2 2 2 0

20 ( 火 ) 小 小 2 0 0 2

21 ( 水 ) 中 1 1 1 0

22 ( 木 ) 放課後質問教室 小 中 2 2 1 0

23 ( 金 ) 小 中 2 0 0 2

24 ( 土 ) 参観日・救急法 0 0 0 0

25 ( 日 ) 0 0 0 0

26 ( 月 ) 振替休業日 0 0 0 0

27 ( 火 ) 小 小 2 2 2 2

28 ( 水 ) 小 小 小 3 1 1 2

29 ( 木 ) クラブ活動(6) 期末ﾃｽﾄ 中 中 小 小 4 3 3 1

30 ( 金 ) 期末ﾃｽﾄ 中 中 小 小 4 1 1 4

7月 1 ( 土 ) （午前部活） 1 0 0 0

2 ( 日 ) 0 0 0 0

3 ( 月 ) 中 1 1 1 0

4 ( 火 ) 中 1 0 0 1

5 ( 水 ) 小 1 1 1 0

6 ( 木 ) 中 中 中 小 4 3 3 1

7 ( 金 ) 美作地区総体 中 中 中 3 0 0 3

8 ( 土 ) 美作地区総体 0 0 0 0

9 ( 日 ) 0 0 0 0

10 ( 月 ) あいさつ運動7:30~ 中 中 2 2 2 0

11 ( 火 ) 中 中 中 中 4 2 2 2

12 ( 水 ) 職員会議 中 中 2 0 0 2

13 ( 木 ) 校内水泳記録会 0 0 0 0

9月 8 ( 金 ) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 11 3 0

10 ( 日 ) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 0 0 3新庄村運動会

岡大教育　インターンシップスケジュール表

授業研究会（岡大　村松先生来校）

顔合わせ会、中学校わらび採り

小中合同プール掃除

演劇鑑賞会

小中研（h-QU)

非行防止ﾈｯﾄﾓﾗﾙ教室③

H２９ 中学校行事関係小学校行事関係

地域学校支援本部に関する講義（平本さん）

地域学校支援本部に関する講義（平本さん）

勝山→新庄
（9:55勝山駅）

送迎人数

新庄→勝山
（17:25勝山発）

送迎人数
宿泊人数活動人数

新庄村運動会事前準備
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《
１
年
》

・
た
ま
に
話
を
し
た
り
、
面
白
い
話
な
ど
を
し
て

楽
し
か
っ
た
。

野
球
を
し
た
り
、
意
外
と
楽
し
か
っ
た
。

・
学
校
に
い
る
な
ー
と
思
っ
た
。
少
し
い
や
だ
っ

た
。

・
は
じ
め
は
不
安
だ
っ
た
け
ど
岡
大
生
か
ら
話
し

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

・
た
ま
に
話
を
し
た
け
ど
少
し
話
し
に
く
か
っ
た
。

あ
ま
り
楽
し
い
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

・
人
数
が
増
え
た
感
じ
に
思
う
。

《
２
年
》

・
先
生
が
増
え
た
感
じ
で
緊
張
し
ま
し
た
。

親
し
く
な
っ
た
先
生
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
ず
っ
と
い
る
先
生

が
少
な
か
っ
た
。
先
生
と
は
思
え
ず
、
話
し
か
け
に
く
か
っ
た
。
楽
し
い
と
言
う
よ
り
難
し
か
っ
た
で
す
。

・
給
食
の
時
、
人
数
が
増
え
た
り
賑
や
か
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
部
で
の
人
数
も
増
え
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

・
先
生
で
し
た
。
あ
ま
り
楽
し
く
な
か
っ
た
。

《
３
年
》

・
１
学
期
の
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
は
大
学
生
は
先
生
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
の
分
気
軽
に
話
し
や
す
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
と
て
も
話
し
や
す
く
話
も
合
わ
せ
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
運
動
も
で
き
る
し
、
話
も
盛

り
上
が
っ
た
の
で
ぜ
ひ
ま
た
お
会
い
し
た
い
で
す
。
運
動
会
も
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
し
、
ほ
ん
と
に
ほ
ん
と
に
ま
た
会
い
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

・
一
緒
に
遊
ん
だ
り
勉
強
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
将
来
の
こ
と
と
か
に
つ
い
て
話
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
新
庄
に
来
て
く
だ
さ
い
。

・
と
て
も
お
も
し
ろ
く
周
り
を
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
で
し
た
。
休
み
時
間
に
話
す
の
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

・
部
活
の
時
に
試
合
の
相
手
に
な
っ
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
勉
強
の
教
え
方
が
上
手
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
１
０
月
の
３
連
休
の
と
き
に
祭
が
あ
る
の
で
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
勉
強
法
と
か
教
え
て
く
れ
る
優
し
い
先
生
で
、
人
生
の
先
輩
で
し
た
。
私
た
ち
が
勉
強
が
高
校
生
活
を
上

手
く
や
っ
て
い
け
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、「
大
丈
夫
」
「
楽
し
い
よ
」
と
か
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
教
え
て
く

れ
る
で
助
か
り
ま
し
た
。
中
学
一
，
二
年
生
も
心
配
な
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。

・
憧
れ
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
特
に
勉
強
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
対

し
て
そ
う
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流
会
の
時
は
、
勉
強
の
方
法
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
。

・
岡
大
生
の
皆
さ
ん
と
話
す
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、
新
庄
中
に
来
て
く
だ
さ
り
お
話
や
色
々
な
こ
と

が
で
き
る
た
の
は
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
感
想

・
岡
大
生
は
僕
に
と
っ
て
勇
気
を
持
た
せ
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
し
た
。
最
後
の
運
動
会
で
岡
大
生
が
応

援
し
て
く
れ
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

・
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
聴
い
て
く
だ
さ
る
存
在
で
い
つ
も
楽
し
く
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

岡
大
生
の
方
達
が
い
る
と
学
校
が
明
る
く
賑
や
か
に
な
っ
て
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

何
人
か
の
人
に
「
帰
り
の
会
」
な
ど
で
し
て
も
ら
っ
た
こ
れ
か
ら
の
話
な
ど
「
確
か
に
な
」
と
思
う
こ
と
も

あ
り
「
そ
う
な
ん
だ
・
・
・
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
役
に
立
つ
お
話
で
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た

が
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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《
村
合
同
運
動
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
・
思
っ
た
こ
と
》

・
地
域
の
運
動
会
が
学
校
の
行
事
と
し
て
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
一
帯
と
な
っ
て
子
ど
も
達
を
見

守
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

小
中
一
緒
の
競
技
も
あ
っ
た
こ
と
で
先
輩
達
は
手
本
を
見
せ
る
よ
う
に
頑
張
る
。
後
輩
達
は
そ
れ
を

見
て
次
の
年
の
目
標
に
な
る
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
歴
史
も
感
じ
ら
れ
た
。
５
月
に
初
め
て
会
っ
た
と

き
か
ら
、
見
た
目
も
中
身
も
成
長
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
や
学
校
全
体
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ

り
子
ど
も
達
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
。

・
前
々
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
よ
り
も
生
徒
達
は
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
て
、
村
の
人
や
家
族

に
自
分
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
も
ら
え
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
勝
つ
こ
と
負
け
る
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
何
よ
り
も
仲
間
を
思
い
や
り
な
が
ら
前
へ
進

ん
で
い
こ
う
と
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

１
学
期
の
は
じ
め
積
極
的
じ
ゃ
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
「
先
生
、
一
緒
に
踊
ろ
う
！
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

・
１
学
期
と
比
べ
て
子
ど
も
達
が
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
話
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
一
番
大

き
な
変
化
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
運
動
会
は
村
全
体
で
取
り
組
め
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
見
て
楽
し
む

こ
と
の
で
き
る
も
の
で
し
た
。
お
手
伝
い
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
ま
た
、
教
師
の
一
人
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
子
ど
も
達
の
練
習
の
成
果

が
出
て
い
る
の
が
自
分
の
ク
ラ
ス
で
あ
る
か
の
よ
う
に
嬉
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

・
今
回
の
運
動
会
は
そ
の
つ
な
が
り
や
輪
が
と
て
も
太
く

強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
親
だ
け
先
生
だ
け

で
な
く
、
村
民
み
ん
な
か
ら
育
て
ら
れ
て
い
る
。
と
本
当

に
目
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
最
後
だ

な
と
思
う
と
、
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
に

な
っ
て
と
て
も
子
ど
も
達
の
頑
張
る
姿
が
と
て
も
と
て
も

素
晴
ら
し
く
感
動
し
ま
し
た
。

・
１
学
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
、
中
学
生
の
み
ん
な

は
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
本
気
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
お
思
い
ま
す
。
特
に
３
年
生
は
最
後
の
運
動
会
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
一
生
懸
命
走
っ
た
り
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
り
と
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
感
動
し
た
の
も
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
少
し
で
も
子

ど
も
達
の
こ
と
を
知
っ
た
り
、
信
頼
関
係
を
作
っ
た
証
拠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

・
小
中
学
生
の
頑
張
る
姿
に
地
域
の
方
々
は
笑
顔
で
応
援
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
見
て
い

る
だ
け
で
楽
し
く
感
動
で
き
る
運
動
会
は
初
め
て
で
私
の
中
で
良
い
想
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
準
備
・

片
付
け
等
で
は
、
中
学
生
と
地
域
の
方
々
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
効
率
的
に
で
き
て
お
り
始
め
か
ら
終

わ
り
ま
で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
運
動
会
だ
と
感
じ
た
。

・
地
域
と
学
校
の
距
離
が
近
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
村
民
の
方
も
運
動
会
の
運
営
に
参
加
さ

れ
て
い
て
、
み
な
さ
ん
自
分
が
住
む
村
の
た
め
に
動
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

・
自
分
が
今
ま
で
に
生
徒
と
し
て
体
験
し
て
き
た
運
動
会
は
保
護
者
や
地
域
の
人
は
参
加
で
は
な
く
見

に
来
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
合
同
運
動
会
で
は
親
子
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
地
域
の
方
々
と
小
中
学
校
が
連
携
す
る
こ
と
で
他
所
の
学
校
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
盛
り
上
が
り
の

あ
る
運
動
会
に
な
っ
て
い
た
。
競
技
の
準
備
や
片
付
け
も
児
童
生
徒
が
行
っ
て
い
た
が
ど
の
競
技
も
滞

り
な
く
進
ん
で
お
り
、
責
任
感
の
強
さ
や
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
が
き
ち
ん
と
わ
か
っ
て
い
て
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
感
じ
た
。

岡
大
生
の
感
想

《
新
庄
村
に
来
て
感
じ
た
こ
と
・
思
っ
た
こ
と
》

・
と
て
も
静
か
で
時
間
に
追
わ
れ
る
感
覚
が
な
い
と
い

う
の
が
初
め
て
来
た
と
き
の
印
象
だ
っ
た
。
村
の
人
々

も
生
徒
達
も
外
部
か
ら
来
た
人
に
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
い
せ
い
か
、
初
め
て
接
し
た
と
き
は
少
し
距
離
を
感

じ
た
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
と
て
も
素
直
で
穏
や
か
で

優
し
人
ば
か
り
と
思
っ
た
。

『
村
民
一
家
族
』
が
体
現
さ
れ
て
お
り
地
域
と
学
校
の

密
接
な
関
わ
り
か
を
学
ん
だ
。

・
子
ど
も
達
が
と
て
も
素
直
で
明
る
い
こ
と
に
と
て
も

驚
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
状
態
で
も
自
分
本
位
に
な

る
こ
と
な
く
周
り
を
気
に
か
け
な
が
ら
行
動
で
き
る
生
徒
（
児
童
）
が
多
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

か
と
い
っ
て
自
分
の
こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
で
も
相
手
に
協
調
を
強
要
す
る
で
も
な
く
相
手
と
の
関

わ
り
か
を
探
る
の
が
う
ま
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
新
庄
村
で
培
っ
た
そ
の
力
は
、
将
来
の
社
会
生
活
に

お
い
て
非
常
に
有
用
な
も
の
と
し
て
発
揮
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

・
新
庄
村
に
来
た
と
き
最
初
に
感
動
し
た
こ
と
は
、
き
れ

い
な
緑
の
中
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
い
て
い
る
美
し
い
風

景
で
し
た
。
新
庄
村
の
人
や
子
ど
も
達
と
関
わ
っ
て
い
く

中
で
、
自
分
が
過
ご
し
て
い
る
地
域
を
大
切
に
で
き
る
っ

て
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
新
庄
の
方
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
将
来
教
員
に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
た
り
、
関
わ
り
を
す
る
こ
と
で
子
ど
も
達
が
自
分
達
の

ふ
る
さ
と
を
考
え
た
り
行
動
し
た
り
で
き
る
か
と
い
う
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り
の
強
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ

た
。
子
ど
も
達
同
士
仲
が
良
く
、
県
南
と
比
べ
て
も
こ
こ
に

し
か
な
い
良
さ
が
非
常
に
多
く
あ
る
な
と
思
っ
た
。

・
建
物
、
自
然
な
ど
に
と
て
も
地
域
の
人
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て
い
て
み
ん
な
で
繋
い
で
い
こ
う
と
い

う
取
組
が
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
学
校
の
授
業
で
も
取
り
組
ん
で
い
て
小
さ
な
地
域
の
仕
事
に

も
と
て
も
興
味
を
持
て
ま
し
た
。

・
新
庄
村
で
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
子
ど
も
達
と
関
わ
る
こ
と
が
出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
運
動
会
ま
で
関
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
そ
こ
で
子
ど
も
達
の
成
長
と
い
う
も
の
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
出
来
た
の
が
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

・
初
対
面
で
も
優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
大
学
生
の
行
動
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
り
非
常

に
楽
し
く
学
び
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
に
な
っ
た
。
子
ど
も
達
と
近
い
距
離
で
接
す
る
こ
と
が
出
来
、
子

ど
も
の
実
態
に
合
わ
せ
た
声
か
け
を
実
感
で
き
た
。
各
教
科
の
先
生
も
一
人
で
あ
り
一
緒
に
授
業
の
反

省
を
し
な
が
ら
先
生
方
の
行
動
や
意
図
や
ど
の
よ
う
に
授
業
を
つ
く
っ
て
い
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来

た
。
こ
れ
は
、
他
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ

た
。

・
私
が
初
め
て
新
庄
村
に
来
て
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
「
環
境
が
良
い
」
な
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
自

然
に
恵
ま
れ
『
村
民
一
家
族
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
村
民
同
士
の
関
わ
り
も
あ
り
、
村
が
誇

る
特
産
品
も
あ
り
、
新
庄
村
は
素
敵
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
良
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
村
で

あ
る
が
故
に
問
題
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
先
生
方
、
地
域
の

方
が
子
ど
も
の
こ
と
を
思
っ
て
子
ど
も
達
と
接
す
る
姿
を
見
て
、
私
も
将
来
、
先
生
と
し
て
よ
り
そ
れ

以
前
に
大
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
子
ど
も
達
の
こ
と
を
思
っ
て
生
き
て
い
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

・
生
徒
が
少
な
い
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
友
人
と
深
く
関

わ
る
こ
と
は
出
来
る
が
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

・
新
庄
村
は
春
夏
は
と
て
も
過
ご
し
や
す
く
身
近
に
川
や
山
な
ど
の
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
出
来

る
。
村
民
も
み
ん
な
優
し
く
よ
そ
者
の
我
々
に
も
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
。
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《
そ
の
他
》

・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
授
業
で
聞
か
せ
て
あ
げ
た
と
き
の
子
ど
も
達
の
輝
く
目
を
見
て
、
改
め
て
音
楽

の
力
、
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
教
職
員
に
な
る
前
に
こ
こ
に
来
て
皆
さ
ん
と
触
れ
合
え
て
様

々
な
体
験
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
子
ど
も
達
と
一
緒
に
歩
い
て
い
る
と
村
の
方
々
か
ら
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か

っ
た
で
す
。
私
が
育
っ
た
環
境
と
は
違
う
け
れ
ど
、
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
村
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

・
今
回
初
め
て
の
新
庄
村
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で
私
た
ち
岡
大
生
は
大
変
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
か
ら
も
後
輩
達
が
新
庄
村
で
勉
強
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
岡
大
生
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
運
動
会
で
大
学
生
用
の
テ
ン
ト
を
用
意
し
て
頂
い
た
に
も
か
わ
ら
ず
有
効
に
活
用
で
き
ず
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
私
は
最
後
の
卒
業
論
文
で
新
庄
小
中
関
係
の
こ
と
を
研
究
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
て
、
自
分
自
身
を
も
っ
と
大
切
に
し
て
い
か
な

い
と
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
新
庄
村
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
地
域
・
学
校
・
家
族
が
つ
な
が
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
方
々
や
先
生
方
、
子
ど
も
達
す
べ
て
の
人
た
ち
が
持
ち
つ

持
た
れ
つ
で
良
い
関
係
を
築
け
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
新
庄
村
だ
か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
そ
れ
が
村
全
体
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。

・
経
験
不
足
で
社
会
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
学
生
を
こ
ん
な
に
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
こ
こ

ま
で
学
び
の
あ
る
実
践
を
さ
せ
て
頂
き
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
の
学
び
を
今
後
の

自
分
の
生
活
に
十
分
生
か
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
先
生
に
な
っ
て
い
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
庄
村
の
よ
う
に
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。
新
庄
村

が
大
好
き
で
す
。

・
新
庄
小
中
学
校
に
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
き
小
規
模
校
が
抱
え
る
問
題
を
知
る
と
同
時
に
純
粋
な
子
ど
も

達
と
出
会
い
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

・
短
い
期
間
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
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2 

	 経
験
し
て

い
な
い	

経
験	

し
た
か
�
た	

経
験
し
た	

自
分
で	

希
望
し
た	

学
校
か
ら
の

指
示	

学
校
と
相
談

し
て
決
め
た	

１．授業（保育）におけるＴＴとしての補助	

２．授業（保育）におけるメイン指導	

３．特別支援を要する子どもに対する個別支援や補助	

４．別室登校をしている子どもに対する個別支援や補助	

５．児童会・生徒会活動の企画・運営や補助	

６．保護者対応の補助や様子の観察	

７．職員会議への参加	

８．校務分掌の補助	

９．学級通信の作成や補助	

10．学級掲示物の作成や補助	

11．テストの採点や補助	

12．修学旅行等の校外行事の引率補助	

13．1 日または半日の代理担任	

14．放課後学習指導や補助	

15．教材研究	

16．朝の会・帰りの会の進行や補助	

17．給食指導や補助	

18．清掃指導や補助	

19．運動会・文化祭等の学校行事の補助	

20．校内研究会への参加	

21．部活動指導や補助	

22．教室に入れない生徒への対応や補助	

23．子どもの問題行動の指導や補助	

24．特別活動の企画・運営や補助	

25．休憩時間中の校内巡視や補助	

26．宿題の作成や補助	

27．提出物の点検や補助	

− 33 −



3 

学
習
指
導
力

生
徒
指
導
力

�
�
�
�
�
�
�
力

�
�
�
�
�
�
力

全
�
伸
�
�

�
�
�

�
�
�
伸
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

言
�
�
�

�
�
伸
�
�

非
常
�

伸
�
�

力 力	 	 力 力

− 34 −



4 

全
�
自
信
�

�
�

�
�
�
自
信

�
�
�

�
�
�
�
�

言
�
�
�

�
�
自
信
�

�
�

�
�
�
自
信

�
�
�

− 35 −



1 
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力 力	 	 力 力

力 力	 	 力 力
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2 

	 経
験
し
て

い
な
い	

経
験	

し
た
か
�
た	

経
験
し
た	

自
分
で	

希
望
し
た	

学
校
か
ら
の

指
示	

学
校
と
相
談

し
て
決
め
た	

１．保健教育（集団）におけるＴＴとしての補助	

２．保健教育（集団）におけるメイン指導	

３．特別支援を要する子どもに対する個別支援や補助	

４．別室登校をしている子どもに対する個別支援や補助	

５．児童会・生徒会活動の企画・運営や補助	

６．保護者対応の補助や様子の観察	

７．職員会議への参加	

８．校務分掌の補助	

９．学級通信の作成や補助	

10．学級掲示物の作成や補助	

11．テストの採点や補助	

12．修学旅行等の校外行事の引率補助	

13．1 日または半日の代理担任	

14．放課後学習指導や補助	

15．教材研究	

16．朝の会・帰りの会の進行や補助	

17．給食指導や補助	

18．清掃指導や補助	

19．運動会・文化祭等の学校行事の補助	

20．校内研究会への参加	

21．部活動指導や補助	

22．教室に入れない生徒への対応や補助	

23．子どもの問題行動の指導や補助	

24．特別活動の企画・運営や補助	

25．休憩時間中の校内巡視や補助	

26．宿題の作成や補助	

27．提出物の点検や補助	

28．救急処置におけるメイン対応	

29．救急処置の補助	

30．個別の保健指導	

31．学校環境測定（補助を含む）	

32．保健室での事務作業（スポーツ振興センターへの書類申請など）	

33．保健室等掲示物の作成	

34．学校保健における外部機関との連携（見学を含む）	

35．保健室経営計画立案に関する事項（見学を含む）	

36．学校保健計画立案に関する事項（見学を含む）	
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インターンシップ活動内容	

経
験
し
た	

経験の契機	
経
験
し
た
か
�
た	

自
分
で
希
望	

学
校
か
ら
の
指
示	

相
談	

１．授業におけるＴＴとしての補助	

２．授業におけるメイン指導	

３．特別支援を要する子どもに対する個別支援や補助	

４．別室登校をしている子どもに対する個別支援や補助	

５．児童会・生徒会活動の企画・運営や補助	

６．保護者対応の補助や様子の観察	

７．職員会議への参加	

８．校務分掌の補助	

９．学級通信の作成や補助	

10．学級掲示物の作成や補助	

11．テストの採点や補助	

12．修学旅行等の校外行事の引率補助	

13．1 日または半日の代理担任	

14．放課後学習指導や補助	

15．教材研究	

16．朝の会・帰りの会の進行や補助	

17．給食指導や補助	

18．清掃指導や補助	

19．運動会・文化祭等の学校行事の補助	

20．校内研究会への参加	

21．部活動指導や補助	

22．教室に入れない生徒への対応や補助	

23．子どもの問題行動の指導や補助	

24．特別活動の企画・運営や補助	

25．休憩時間中の校内巡視や補助	

26．宿題の作成や補助	

27．提出物の点検や補助	

特別支援を要する子どもに対する個別支
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援や補助」，「給食指導や補助」，「清掃指導や補助」「提出物の点検や補助」が高く，４割以上の卒

業生が経験していた。しかし，これらの活動を行なった契機は「学校からの指示」の割合が高く，

自分から希望して経験した割合が高いものは「部活動の指導」，「教材研究」，「子どもの問題行動

の指導や補助」であった。また，経験していない者のうちで経験したかったとの回答は「教室に

は入れない生徒への対応や補助」が最も高く，半数以上の卒業生が希望していた。卒業生が希望

して行なった活動や経験したかったと回答している活動は経験率が高いものばかりではなく，学

生のニーズと活動内容が必ずしも一致していない可能性が考えられた。	

 
２）教職実践インターンシップ全体の評価 
 

	

非常に充実していた	

充実していた	

どちらとも言えない	

どちらかと言えば苦痛だった	

苦痛だった	
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３）教職実践インターンシップを通した４つの力の高まりに関する自己評価 
	 現在教員である卒業生に対して，教職実践インターンシップによる学びが現在の教員としての

資質を高めることに有効であったかどうかをたずねた。 
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伸ばせた力	

学習指導力	

生徒指導力	

コーディネート力	

マネジメント力	
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0	 1	 2	 3	 4	

子どもの生活の実態を理解すること	
	

子どもと共感的にコミュニケーションすることや，	
子ども同士のコミュニケーションづくりを指導すること	

子どもの発達的特徴を理解すること	
	

子ども理解に基づき，学校や学級で子どもが楽しく生活できるよう指導すること	
	

自分で自分を律しつつ，意欲と課題意識をもって教育実践に取り組むこと 	

教員の使命や職務について理解し，専門職として求められる資質・	
能力等を高めていくこと	

		 	
子どものレディネスや学習状況を把握すること	

	
実習校の教職員とコミュニケーションをとり，連携すること	

		
様々な指導法を活用して，子どもの学習状況に応じた授業を行うこと	

	
自他の授業実践を分析し，授業の改善点を発見すること	

		
学級・学年目標の実現に向けて，子どもの集団に働きかけること	

				
学校教育目標の達成に向けて，学校組織の活動内容や運営について理解すること	

	
実習生同士で協働して学習指導や学級経営等に取り組むこと	

	
学習指導要領や教育課程をふまえて，学習指導案を作成すること	

	
学校に関わる協力者や専門機関と連携すること	

		
保護者や地域の人とコミュニケーションをとり連携すること 	
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1 

卒業生のみなさんへ 
	 卒業後，みなさんはそれぞれの場所でご活躍のことと思います。

平成 29年 12月 23日 

1 
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2 

	 経
験
し
て

い
な
い	

経
験	

し
た
か
�
た	

経
験
し
た	

自
分
で	

希
望
し
た	

学
校
か
ら
の

指
示	

学
校
と
相
談

し
て
決
め
た	

１．授業（保育）におけるＴＴとしての補助	

２．授業（保育）におけるメイン指導	

３．特別支援を要する子どもに対する個別支援や補助	

４．別室登校をしている子どもに対する個別支援や補助	

５．児童会・生徒会活動の企画・運営や補助	

６．保護者対応の補助や様子の観察	

７．職員会議への参加	

８．校務分掌の補助	

９．学級通信の作成や補助	

10．学級掲示物の作成や補助	

11．テストの採点や補助	

12．修学旅行等の校外行事の引率補助	

13．1 日または半日の代理担任	

14．放課後学習指導や補助	

15．教材研究	

16．朝の会・帰りの会の進行や補助	

17．給食指導や補助	

18．清掃指導や補助	

19．運動会・文化祭等の学校行事の補助	

20．校内研究会への参加	

21．部活動指導や補助	

22．教室に入れない生徒への対応や補助	

23．子どもの問題行動の指導や補助	

24．特別活動の企画・運営や補助	

25．休憩時間中の校内巡視や補助	

26．宿題の作成や補助	

27．提出物の点検や補助	
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1 

卒業生のみなさんへ 
	 卒業後，みなさんはそれぞれの場所でご活躍のことと思います。

平成 29年 12月 23日 

1 
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し
て

い
な
い	

経
験	

し
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�
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経
験
し
た	

自
分
で	

希
望
し
た	

学
校
か
ら
の

指
示	

学
校
と
相
談

し
て
決
め
た	

１．保健教育（集団）におけるＴＴとしての補助	

２．保健教育（集団）におけるメイン指導	

３．特別支援を要する子どもに対する個別支援や補助	

４．別室登校をしている子どもに対する個別支援や補助	

５．児童会・生徒会活動の企画・運営や補助	

６．保護者対応の補助や様子の観察	

７．職員会議への参加	

８．校務分掌の補助	

９．学級通信の作成や補助	

10．学級掲示物の作成や補助	

11．テストの採点や補助	

12．修学旅行等の校外行事の引率補助	

13．1 日または半日の代理担任	

14．放課後学習指導や補助	

15．教材研究	

16．朝の会・帰りの会の進行や補助	

17．給食指導や補助	

18．清掃指導や補助	

19．運動会・文化祭等の学校行事の補助	

20．校内研究会への参加	

21．部活動指導や補助	

22．教室に入れない生徒への対応や補助	

23．子どもの問題行動の指導や補助	

24．特別活動の企画・運営や補助	

25．休憩時間中の校内巡視や補助	

26．宿題の作成や補助	

27．提出物の点検や補助	

28．救急処置におけるメイン対応	

29．救急処置の補助	

30．個別の保健指導	

31．学校環境測定（補助を含む）	

32．保健室での事務作業（スポーツ振興センターへの書類申請など）	

33．保健室等掲示物の作成	

34．学校保健における外部機関との連携（見学を含む）	

35．保健室経営計画立案に関する事項（見学を含む）	

36．学校保健計画立案に関する事項（見学を含む）	

− 49 −



3 

保
健
管
理
力

�
�
�
�
�
�
�
力

健
康
教
育
力

全
�
自
信
�

�
�

�
�
�
自
信

�
�
�

�
�
�
�
�

言
�
�
�

�
�
自
信
�

�
�

�
�
�
自
信

�
�
�

全
�
役
立
�
�

�
�
�

�
�
�
役
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

言
�
�
�

�
�
役
立
�
�

�
�

非
常
�

役
立
�
�
�
�

− 50 −



4 

�
�
�
�
�
�
力

力 力	 	 力 力

− 51 −



	

	

大学	

	

	

	

①長期学校インターンシップの効果と課題を明らかにした上で，効果的な	 	

	 実施形態（期間，日数等）や活動内容を示す	

→学生自身の課題意識に合わせた活動内容，また，学生の進路に応じ

た形態を考える必要があり，これまでの長期分散から，短期集中を含

− 52 −



めた選択肢を準備する検討を始めたい	

②モデル校における長期学校インターンシップを通して，大学教員が学校	

	 課題の解決のための支援に関わる体制を整備する	

→学校課題の解決のためには，継続的に多方面からの支援が必要であ

り，「学校支援」のための組織体制を整える	

 
	 学校，教育委員会の達成目標については，課題の把握はできており，今後はその改善につなげ

るためには大学との連携も必要であると考えた。 
	 長期学校インターンシップは卒業前の時期に自分の課題に応じて経験できる貴重な機会であり，

その機会を有意義なものにするためには，正しい目的意識を持つことと，活動の振り返りである

と考えられる。「教職実践演習」との連動を活かして，理論と実践を往還できる活動としていきた

いと考える。 
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	 	 	 	 	 本報告書は，文部科学省の初等中等教育等振興事業依託費	

	 	 	 	 による委託事業として，《国立大学法人	 岡山大学》が実施し	

	 	 	 	 た平成２９年度「教員の養成・採用・研修の一体的改革推進	 	 	

	 	 	 	 事業」の成果を取りまとめたものです。	

	 	 	 	 	 したがって，本報告書の複製，転載，引用等には文部科学	

	 	 	 	 省の承認手続きが必要です。	
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